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NY マーケットレポート（2017 年 6 月 12 日） 

 

NY市場では、主要な米国の経済指標の発表がなく、FOMCを控えて様子見ムードも強まっており、主要通貨は序盤から小動きの展開となった。

その後、株価が下落したことや、米国債利回りが低下したことを受けて円が買われる動きとなり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなる場面もあっ

たものの、下値は限定的となった。 

その中で、カナダ中銀の上級副総裁が、国内経済の回復が加速する中、利上げの可能性を検討していると述べたことを受けて、カナダ・ドルは主

要通貨に対して上昇となった。 

 

 

出所：SBILM 



 
                                           

2 

NY 市場レポート 
 

21：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月ポーランド消費者物価指数(前月比) 0.0％（前回 0.0%） 

 

5 月ポーランド消費者物価指数(前年比) 1.9％（前回 1.9%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

ECB 公的部門購入プログラム 

            6 月 9日・ 6 月 2日・ 5 月 26 日・ 5月 19 日・ 5 月 12 日  

公的部門・・・・・・・・15799.5・・15680.1・・15576.8・・15464.0・・15347.7 

資産担保証券 ABS・・・・・ 237.1・・・236.7・・・236.7・・・238.4・・・238.1 

カバード債・・・・・・・ 2216.7・・ 2204.7・・ 2193.5・・ 2192.2・・ 2186.0 

（億ユーロ） 

 

 

0：30 

≪米財務省 3年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・1.500％（前回 1.572％） 

最低落札利回り・・・・1.380％（前回 1.288％） 

最高利回り落札比率・・83.16％（前回 87.36％） 

応札倍率・・・・・・・・3.00 倍（前回 2.76 倍） 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米国債入札や FOMC を控えて、ポジション調整の売りが先行した。ただ、米国株の下落で投資家がリス

ク回避の姿勢を強め、安全資産とされる米国債を逃避的に買う動きもあり、下げ幅は限定的となった。 

 

午前の利回りは、30 年債が 2.86％（前週末 2.86％）、10 年債が 2.21％（2.20％）、7年債が 2.02％（2.01％）、5年債が 1.78％（1.77％）、

3年債が 1.49％（1.48％）、2年債が 1.35％（1.34％）。 
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≪欧州のポイント≫  

 

①英中銀は、チーフエコノミストを務めるアンディ・ハルデーン理事を MPC（金融政策委員会）委員に再任した。任期は 3年。 

 

②北アイルランドのプロテスタント系政党、民主統一党（DUP）のアーリーン・フォスター党首は、保守党との協議で、EU 離脱交渉で

北アイルランドに有利な条件を得ることなどを求める見通し。8 日に行われた総選挙で、メイ首相率いる保守党は過半数議席を確保で

きず、10 議席を獲得した DUP との協力が必要になっている。フォスター党首は、英国の結束強化を図ることや、EU 離脱に当たり北アイ

ルランドに有利な条件を得ることなどを保守党との協議の優先事項に挙げ、「われわれの置かれた立場を利用し、約束したことを実行す

る」と述べた。その上で「困難に直面する現状において、国家の安定に寄与する責任にも留意する」と言明した。 

 

 

 

2：00 

≪米財務省 10 年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・2.195％（前回 2.400％） 

最低落札利回り・・・・2.090％（前回 2.281％） 

応札倍率・・・・・・・・2.54 倍（前回 2.33 倍） 

 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 2.50 ドル安の 1オンス＝1268.90 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、今週の米 FOMC で追加利上げが行われるとの見方から、金を売る動きが優勢となった。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.25 ドル高の 1バレル＝46.08 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、米オクラホマ州クッシングの在庫が減少したとの報道を受けて買いが先行した。ただ、米 EIA が、 米シェールオイルの 7

月の生産量が増加するとの見通しを示したことから、上げ幅が縮小した。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、前週末に続きアップルなど IT 株が軒並み大幅安となったことが影響し、主要株価は序盤から軟調な動きとなった。また、

FOMC で利上げが決定される可能性が高いとの見方も圧迫要因となった。ダウ平均株価は序盤から軟調な動きとなり、一時前週末比 85

ドル安まで下落した。ただ、引けにかけては下げ幅を縮小した。 

 

 
出所：Bloomberg 



 
                                           

5 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の主要な経済指標の発表がなく新規材料に乏しい中、米 FOMC を控えて様子見ムードが強まっており、序盤から小

動きの展開が続いた。一時、欧米の株価下落や米国債利回りの低下を受けて、円が買われる動きとなる場面もあったが、下値は限定的

となった。 

 

 
出所：総合分析チャート 

 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


